
第４回定例会臨
　
時
　
会

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
の
９
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
提
出
議
案
は
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
11
件
、
規
約
の
変
更
に

関
す
る
も
の
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の

４
件
、
町
道
路
線
の
認
定
に
関
す
る
も
の
１
件
、
農
業
委
員
会
の
委
員
任

命
に
お
け
る
認
定
農
業
者
等
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
も
の
１
件
の
合
計
22

議
案
で
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
職
員
が
入
札
談
合
等
関

与
行
為
の
排
除
及
び
防
止
並

び
に
職
員
に
よ
る
入
札
等
の

公
正
を
害
す
べ
き
行
為
の
処

罰
に
関
す
る
違
法
等
の
容
疑

で
、
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
こ

と
の
、
管
理
監
督
責
任
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
給
料

の
減
額
を
行
う
。

問　

10
月
16
日
の
上
熊
井
の

大
字
集
会
、
17
日
の
泉
井
活

性
化
委
員
会
で
、
町
長
の
責

任
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
意

見
は
出
た
か
。

答　

ま
だ
裁
判
が
進
行
中
で

あ
り
、
結
審
後
に
行
う
と
答

え
た
。

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の

減
額
支
給
に
関
す
る
条
例

令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
第
５
号

問　

こ
の
減
額
条
例
以
外
で

自
ら
を
罰
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

答　

監
督
責
任
を
重
く
受
け

止
め
て
、
月
額
１
０
０
分
の

10
で
６
カ
月
の
減
額
。
こ
れ

で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問　

前
橋
市
で
は
、
１
０
０

分
の
30
を
３
カ
月
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
へ
か
け
て
減

額
し
た
。
審
議
会
等
に
か
け

る
必
要
は
な
か
っ
た
か
。

答　

通
常
給
与
を
上
げ
る
場

合
に
行
う
。

問　

和
光
市
で
は
市
長
が
辞

任
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
時

に
起
こ
り
得
る
の
か
。

答　

辞
任
に
関
し
て
は
、
首

長
が
判
断
す
る
も
の
。

令
和
３
年
10
月
28
日
開
催

　

公
務
員
は
、
町
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
法
令
遵
守
し
、

町
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
立

〈
反
対
討
論
〉

場
に
あ
る
と
思
う
。
し
か
し

こ
こ
数
年
、
当
町
で
は
職
員

の
不
祥
事
件
が
起
き
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。
町
政
に

対
し
、
町
民
の
信
頼
を
著
し

く
失
墜
さ
せ
た
今
回
の
談
合

事
件
は
、
職
員
を
管
理
す
る

立
場
に
あ
る
町
長
、
副
町
長

の
責
任
は
大
変
重
い
と
判
断

す
る
。�

（
小
川
）

　

監
督
責
任
の
限
界
と
言
う

が
、
今
回
は
官
製
談
合
の
み

な
ら
ず
、
関
連
し
て
（
仮

称
）
鳩
山
新
ご
み
焼
却
施
設
、

周
辺
対
策
事
業
交
付
金
に
も

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
考
慮
す
る
と
給
与
削
減

10
％
、
期
間
６
カ
月
で
は
、

責
任
を
取
っ
た
こ
と
に
な
ら

な
い
。�

（
森
）

問

問 問 問

答

答 答 答
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定
　
例
　
会

問　

今
ま
で
の
従
業
員
は
。

答　

再
雇
用
の
意
向
だ
。

問　

町
民
か
ら
ア
ー
ル
・
エ

フ
・
エ
ー
の
評
判
が
悪
い
と

聞
い
て
い
る
。
把
握
し
て
い

る
か
。

答　

把
握
し
て
い
な
い
。

問　

マ
ル
シ
ェ
で
高
齢
者
の

方
が
倒
れ
た
時
に
、
緊
急
対

応
が
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
金
額
だ
け
で
決
め

る
の
で
は
な
く
、
施
設
の
管

理
が
本
当
に
で
き
る
の
か
。

答　

施
設
管
理
の
経
験
が
少

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
安

問　

３
つ
の
施
設
に
シ
ル
バ 

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
置

さ
れ
る
人
数
は
。

答　

公
民
館
・
文
化
会
館
に

１
人
、
体
育
館
に
１
人
。

問　

町
予
算
へ
の
影
響
は
。

答　

指
定
管
理
代
行
料
は
８

４
１
万
円
。
会
計
年
度
任
用

職
員
２
人
減
で
２
９
５
万
円
、

休
日
の
委
託
料
が
削
減
さ
れ

る
が
、
差
し
引
く
と
１
８
４

万
円
の
増
額
と
な
る
。

問　

委
員
に
つ
い
て
は
、
年

間
農
業
従
事
日
数
や
、
耕
作

面
積
の
縛
り
が
あ
る
の
か
。

答　

以
前
は
あ
っ
た
が
、
い

ま
は
制
限
は
な
い
。

問　

子
育
て
臨
時
給
付
金
10

万
円
す
べ
て
現
金
給
付
に
で

き
な
い
か
。

答　

５
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
券

は
決
定
し
て
い
な
い
。
現
金

給
付
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
億
９
８
９
６
万
円
を
追
加

し
、
総
額
57
億
２
３
２
１
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

補
助
金
に
係
る
事
業
経
費
と
、

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
か

ら
交
付
さ
れ
る
負
担
金
を
減

額
し
た
が
、
改
め
て
交
付
さ

れ
る
合
意
が
得
ら
れ
た
の
で

事
業
経
費
を
計
上
す
る
。

問　

予
定
の
２
億
円
満
額
で

は
な
く
、
１
億
４
１
０
０
万

円
な
の
は
な
ぜ
か
。

答　

地
元
対
策
事
業
の
執
行

を
見
合
わ
せ
て
い
た
た
め
に
、

減
額
措
置
を
し
た
。
ま
た
工

期
等
の
関
係
で
、
当
初
予
算

で
計
上
し
た
地
元
対
策
事
業

の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
令

和
３
年
度
に
実
施
で
き
る
事

業
を
地
元
に
説
明
し
、
事
業

に
係
る
経
費
に
対
し
て
充
当

で
き
る
地
元
対
策
事
業
費
を

精
査
し
て
、
補
正
予
算
に
計

上
し
た
。

問　

公
共
交
通
事
業
継
続
支

援
１
３
０
万
円
。
バ
ス
の
乗

客
が
か
な
り
減
っ
て
い
る
と

思
う
が
状
況
は
。

答　

川
越
観
光
自
動
車
か
ら
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

中
央
公
民
館
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定

農
業
委
員
会
の
委
員
任

命
に
お
け
る
認
定
農
業

者
等
の
取
扱
い

令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
第
２
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
６
号

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
が
民
間
事
業
者
に
対
し

　

困
っ
て
い
る
人
が
多
い
と

思
う
が
、
10
万
円
も
ら
っ
て

も
授
業
料
に
も
な
ら
な
い
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
に
も
反
対
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
３
万
円

を
積
み
立
て
る
の
で
は
な
く
、

住
民
要
望
に
使
う
べ
き
。　

�

（
根
岸
）

　

農
業
委
員
の
申
請
を
集
め

た
結
果
、
申
請
者
が
足
り
な

い
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

条
例
を
変
更
す
る
と
い
う
考

え
で
は
な
く
、
基
本
理
念
と

し
て
農
業
経
験
と
見
識
を

持
っ
た
人
で
あ
る
べ
き
と
考

え
る
な
ら
、
こ
の
理
念
に
合

わ
せ
た
募
集
の
仕
方
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

�

（
関
根
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

　

出
産
育
児
金
が
増
え
る
の

は
良
い
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
整
備
費
の
補
助
金
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
反
対
。

�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線
の
令

和
３
年
４
月
か
ら
７
月
の
運

賃
収
入
が
、
前
年
度
比
31
・

１
％
減
に
な
っ
た
。
路
線
の

収
入
が
25
％
減
る
と
、
路
線

の
維
持
が
厳
し
く
な
る
。

問　

行
政
と
バ
ス
事
業
者
の

話
し
合
い
は
。

答　

す
ぐ
に
路
線
廃
止
に
は

な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
長
く
続
く
と
、
将
来

的
に
は
そ
う
い
う
話
し
に
な

る
。
た
だ
、
減
便
の
可
能
性

は
出
て
く
る
。
国
の
交
付
金

を
活
用
し
て
、
バ
ス
事
業
者

に
補
助
金
を
出
す
。

問　

泉
井
の
た
め
池
改
修
調

査
は
、
住
民
が
納
得
し
て
い

る
の
か
。

答　

泉
井
地
区
営
農
組
合
か

ら
整
備
に
対
す
る
要
望
が
あ

る
。
地
元
対
策
事
業
と
し
て

の
位
置
づ
け
だ
。

て
給
与
ア
ッ
プ
を
求
め
て
い

る
の
に
、
公
務
員
の
期
末
手

当
を
減
額
す
る
の
は
矛
盾
し

て
い
る
。
経
済
が
冷
え
込
ん

で
い
る
中
、
今
す
べ
き
こ
と

は
引
き
下
げ
で
は
な
い
。　

�

（
野
田
）

　

人
事
院
勧
告
等
を
踏
ま
え

て
と
い
う
提
案
だ
が
、
地
域

へ
の
影
響
が
大
き
く
、
景
気

回
復
に
は
逆
行
し
て
い
る
。

　

�

（
根
岸
）

全
な
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問　

施
設
管
理
の
中
で
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
等
、
防
災
管
理
も

必
要
で
は
。

答　

実
施
し
て
い
く
と
提
案

を
受
け
た
。

　

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
と
、
児
童
生
徒
１
人

１
台
端
末
の
学
び
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
こ
と
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
は
ど
ん
な
も
の

か
。ま
た
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
動
き
方
は
。

答　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

端
末
の
操
作
で
、
教
職
員
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
に
、
電
話
で
問
い
合
わ

せ
を
し
て
教
え
て
も
ら
う
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
み
た
い
な

も
の
。
教
職
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
。

子
育
て
臨
時
給
付
金

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業

答答

問

問問問

問

問

問 問 問

問

問

問問

答

答答答

答

答

答答答

答

答
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